
     
       

 
 
 
 
 

 

産業技術大学院大学は、本学の創造技術専攻が取り組んでいる「デザインとエンジニアリングでもの

づくりにイノベーションを」について広くアピールし、創造的なものづくりやアイデアを発掘すること

を目的として、「まもる」をテーマに創立以来第５回目となるデザインコンテストを実施いたしました。 

未来のプロフェッショナル・デザイナーを目指す全国の学生から過去最多となる１２９点の応募があ

り、下記のとおり最優秀賞１点、佳作３点を決定しました。 

 受賞者及び作品名 

■ 最優秀賞 ［副賞３０万円］ 

○ 山下 慶太（京都工芸繊維大学大学院 修士１年） 

作品名 「Smart pin」 ～安全に保管できる画鋲の提案～  

■ 佳  作 ［副賞５万円］ 

○ 瀬平 佳穂（大阪芸術大学 １年） 

作品名 「petal cradle」 ～妊婦の出産の前後をサポートする椅子～  

○ 前田 崇彰（京都工芸繊維大学 ４年）   

作品名 「SLIDE（スライド）」 ～レンズを保護できる眼鏡～  

○ 堀部 修司（多摩美術大学 ３年） 

       作品名 「Ｃｈｅｅｋ」 ～次世代充電式カイロ～  
 

表彰式を以下のとおり開催します。表彰式当日は、「チョコレートとドット絵を使った新しいサービ

スの提案」や「モーションキャプチャで太極拳を解明」など、本学学生によるＰＢL(Project Based 

Learning)プロジェクト成果発表会も開催します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受賞作品の詳細は別紙を

ご覧ください 

第５回デザインコンテスト表彰式 

【開催日時】 平成２４年２月１１日（土） １５時～１５時３０分 

【開催場所】 東京国際フォーラム ホール B5 （千代田区丸の内３-５-１） 

       （PBL プロジェクト成果発表会 創造技術専攻発表会場） 

産業技術大学院大学 PBL プロジェクト成果発表会 

【開催日時】 平成２４年２月１１日（土） １０時～１８時３０分 

【開催場所】 東京国際フォーラム ホール B5 （千代田区丸の内３-５-１） 

※取材を希望される場合には、２月１０日（金）までに下記担当までご連絡ください。 

 
未来のプロフェッショナル・デザイナー１２９人が応募 

課題「まもる」に果敢にチャレンジ 
～ 第５回産業技術大学院大学デザインコンテスト受賞者決定 ～ 

【問い合わせ先】産業技術大学院大学 管理部管理課  

電話 03－3472－7832  Fax 03－3472－2790 

平 成 ２ ４ 年 １ 月 １ ９ 日

公立大学法人首都大学東京



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回 デザインコンテストの概要  

○ テーマ  「まもる」 

侵されないようにする。害が及ばないように防ぐ。決めたことや規則に従う。伝統

文化や信条などを大切にするなど、“まもる”にはたくさんの意味がこめられていま

す。さらに、社会の維持と発展を支えるための最も基本的で重要なテーマでもありま

す。“まもる”というテーマをもとに、感性デザインと機能性デザインの知識を駆使

して、これまでのプロダクトをリデザインする、あるいは全く新しい発想でデザイン

するなど、新しいコンセプトを持った創造的で合理的な、実用性の高いモノを提案す

る。 

○ 応募資格  

産業デザインに関心のある全国の大学院・大学・短期大学・高等専門学校・専門学

校で学んでいる学生 

○ 最優秀賞、佳作作品の概要 

 別紙をご参照ください。 

 【同日開催】2012 産業技術大学院大学 PBL プロジェクト成果発表会について 

 IT 分野やイノベーションデザイン分野で、即戦力として活躍できる人材の育成を目指し

て取り入れている PBL 型教育の最終成果発表会として、毎年１回、学生がプレゼンテーシ

ョン、パネル展示を行っています。 

今回も、企業への業務改革提案やオリジナル板チョコ制作サービスなど多彩なテーマが揃

っています。9 時 30 分開場（18 時 30 分まで、入場無料・事前申込不要・入退場自由）

ですので是非ご来場ください。詳細は、本学ホームページをご覧ください。

（http://aiit.ac.jp/announce/pdf/2012_press.pdf） 

本学のＰＢＬ型教育 

PBL（Project Based Learning）型教育とは、実社会で即戦力として活躍できる人材を育成

するために有効な教育手法であり、数名の学生が、明確な目標を掲げ、実際の業務の内容に近い

1つのプロジェクトを完成させていくプロセスの中で、実社会で真に役立つスキルやノウハウを

修得します。 

本学のPBL型教育には、 

・実社会の活動に近い、1年間を通した大規模なプロジェクト 

・産業界の声を取り入れた実社会を想定したテーマ設定 

・全国的にも珍しい工学系のPBLで、複数の教員がきめ細やかに学生を指導、評価 

・さまざまな年齢、職業、職位、経験を持つ学生がチームで協力、切磋琢磨しながら学修 

   などの特徴があります。 

裏 面



 
 

第５回産業技術大学院大学デザインコンテスト 

受賞作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙

○最優秀賞 

山下 慶太（京都工芸繊維大学大学院 修士１年） 

作品名 「Smart pin」 ～安全に保管できる画鋲の提案～ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○佳 作 １ 

瀬平 佳穂（大阪芸術大学 １年） 

作品名 「petal cradle」 ～妊婦の出産の前後をサポートする椅子～ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○佳 作 ２ 

前田 崇彰（京都工芸繊維大学 ４年） 

作品名 「SLIDE（スライド）」 ～レンズを保護できる眼鏡～ 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○佳 作 ３ 

堀部 修司（多摩美術大学 ３年） 

作品名 「Ｃｈｅｅｋ」 ～次世代充電式カイロ～ 

 



 
 

 

 

 
産業技術大学院大学について 

公立大学法人首都大学東京が設置する公立の専門職大学院で、情報分野のスーパープレーヤー

である「情報アーキテクト」を育成する「情報アーキテクチャ専攻」と感性と機能の統合デザイ

ナーとしてイノベーションをもたらす「ものづくりアーキテクト」を育成する「創造技術専攻」

の二つの専攻があります。 

通常の大学院が研究者の育成を目的としているのに対して、本学では、高度な専門知識と体系

化された技術ノウハウを活用して、新たな価値を創造し、産業の活性化に資する意欲と卓抜した

業務遂行能力を持つ「高度専門技術者」の養成を目的としています。このため、社会人の学生が

多い特徴があり、授業も平日夜間・土曜昼間開講中心となっています。 

また、社会人など多様な経歴を持つ学生がライフスタイルに合わせた学修ができるように、ク

ォータ制（４学期制）、講義支援システム（全ての講義がビデオ録画され、遠隔からの視聴等が可

能。また、修了後 10 年間、講義の映像をインターネット経由で無料視聴できる）、長期履修制

度、AIIT 単位バンク制度等の各種制度を導入しています。 


